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研究成果の概要（和文）：看護学生の禁煙支援力の変化と関連要因および禁煙支援に必要な知識・技術・態度を明らか
にして、看護学生の禁煙支援力育成のための教育プログラムを構築することを目的として実施した。看護学生の禁煙支
援力および関連要因を1年時から4年時まで経時的に調査した。また禁煙外来を受診した患者の禁煙状況の調査から明ら
かになった看護師に求められる禁煙支援の内容から、看護学生の禁煙支援力育成のための教育を検討した。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to design an education program to develop smoking 
cessation support ability in nursing students, by clarifying the changes in and the factors affecting 
students’ abilities and defining the types of knowledge, skills, and attitude required for assisting 
smoking cessation. Smoking cessation support ability was longitudinally assessed in nursing students from 
the first to fourth years of nursing school, to identify potential influencing factors. In addition, this 
paper discusses the design of an effective education program for helping nursing students develop smoking 
cessation support ability, based on the types of smoking cessation support expected from nurses. This 
information was obtained from a survey on smoking status administered to outpatients who have received 
smoking cessation services.

研究分野： 看護学
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1．研究開始当初の背景 
看護職者は、喫煙者に対し禁煙指導を実施

する役割を担っているが、看護職者の喫煙率
は一般成人の喫煙率よりも高い結果となっ
ている＊1～3。加えて喫煙している看護職者は
喫煙していない看護職者に比較して、患者へ
の禁煙指導がなされていないことが明らか
にされている＊4。日本の看護学生の喫煙率の
調査によると高いものでは女子で 24％とな
っており＊5、喫煙はニコチンへの依存性のた
め一旦開始するとやめることが困難である
ことから、看護学生が喫煙を開始する前に喫
煙を防止するための教育を実施することが
重要である。さらに、将来看護職につき禁煙
指導者としての役割を担うには、その実践能
力を身につけるための禁煙支援者育成教育
も平行して実施されることが必要である。 
研究者らは、看護学生の禁煙指導や禁煙支

援を実施する能力や資質を測定する尺度と
して、看護学生の禁煙支援力尺度を開発し、
信頼性と妥当性の検証を行った＊6。本研究は、
その尺度を使用して看護学生の禁煙支援能
力の経時的変化を検証と関連要因、および禁
煙外来受診者への調査から禁煙支援に必要
な知識・技術・態度を明らかにして、看護学
生の禁煙支援力育成のための教育プログラ
ムを構築することを目的として実施した。 
 
2．研究の目的 
看護学生の禁煙支援力の経時的変化と関

連要因および禁煙支援に必要な知識・技術・
態度を明らかにして、看護学生の禁煙支援力
育成のための教育プログラムを構築する。 
 
3．研究の方法 
(1) 研究 1 看護学生の禁煙支援力の経時的
変化の調査と分析 
① 対象：看護系大学生 240 名 
② 調査実施期間：2011 年 4 月～2014 年 4  
 月 
③ 調査方法：下記調査内容から成る質問紙
を用いて、集団法による無記名自記式質問
紙調査を実施し、留置法にて回収した。対
象者には個別の ID 番号をふりわけ、調査
内容に関して個人の経時的変化を追える
ようにした。1 年～4 年時毎に年 1 回、一
人につき計 4 回、H27 年度入学生の 4 年生
時まで調査を実施した。 

④ 調査内容：対象者の属性、現在の喫煙行 
動、将来の自己の喫煙の予測と他者の喫煙
に対する肯定度（VAS scale）、看護学生の
禁煙支援力尺度、加濃式社会的ニコチン依
存度調査票＊7、患者との関わりにおける自
己効力感測定尺度＊8、共感経験尺度改訂版
＊ 9（3･4 年時のみ）、看護師版対患者
Over-Involvemennt 尺度＊10（3・4 年時の
み）、臨地実習における喫煙患者の受け持
ち経験（3･4 年時のみ） 

⑤ 倫理的配慮：本研究は福井大学医学部倫
理審査委員会の承認を得て実施した。対象

者となる学生には、質問紙の表紙において、
調査協力を依頼すること、調査・目的・方
法、自由意志での参加であること、調査に
協力しなくても学業上不利益を被らない
こと、個人情報の保護などを説明し、また、
アンケートの回答をもって同意を得たも
のとすることを記載した。研究対象者に対
する質問紙の配布は研究者が行い、留置法
にて回収後した。 

⑥ 分析方法：1 年時～4 年時までの各指標
について、統計学的検定（反復測定一元配
置分散分析、Friedman 検定、Wikcoxon
の符号付順位和検定、Mann-Whitney の U
検定）を行い、各学生について各学年間で
の差があるかをみた。 

(2) 研究 2 禁煙外来受診者の調査と分析 
① 対象：2008 年 7 月～2011 年 7 月までに

A 病院の禁煙外来を受診した患者 84 名 
② 調査実施期間：2011 年 10 月～11 月 
③ 調査方法：禁煙外来についての質問や禁
煙外来受診後の禁煙・喫煙状況の各質問項
目からなる無記名自記式質問紙調査を郵
送法にて実施した。 

④ 倫理的配慮：研究は福井大学医学部倫理
審査委員会の承認を得て実施した。対象者
には、研究参加の自由意志、研究の趣旨、
個人情報の保護、対象の匿名化について文
書で説明し、回答をもって同意意思ありと
判断した。 

⑤ 分析方法：禁煙継続者・非継続者間で統
計学的検定（χ 二乗検定、Mann-Whitney
検定）を行い、両群の差があるかをみた。 

 
4．研究成果 
(1) 研究 1 看護学生の禁煙支援力の経時的
変化の調査と分析 
① 対象者の状況 
 研究期間における対象者数は240名であっ
たが、今回は各学年での継続した変化を分析
するため、4 年間継続して調査を実施した
2011 年入学生 60 名（男性 9 名、女性 51 名）
を分析対象とした。 
② 禁煙支援力の変化 
禁煙支援力尺度得点は、1 年時は 62.2±7.0、

2 年時は 61.5±6.2、3 年時は 62.0±7.3、4 年
時は 60.4±7.3で、1 年時より 2 年時で低下し
た平均値は、3 年時で 1 年時レベルまで増加
したものの、4 年時にはもっとも低下し、4
群間に有意差はみられなかった。 
③ 社会的ニコチン依存度 
加濃式社会的ニコチン依存度得点は、1 年

時は 20.3±4.6、2 年時は 20.7±4.5、3 年時は
22.3±4.7、4 年時は 22.5±4.5 で、1 年時より
2 年時で平均得点が増加したものが、3 年時
でさらに増加し 4年時でそのまま変化がなか
った。つまり学年が高くなるにつれて依存度
が高くなり、4 群間で有意差がみられた。 
④ 将来の自己の喫煙の予測、および他者の
喫煙に対する態度 

VAS（0：まったくそう思わない～100：と



てもそう思う）において、「今後自分は喫煙
しない」では、1 年時で 97.9±9.4、2 年時で
97.2±12.1、3 年時で 93.3±19.4、4 年時で
94.0±17.4 であった。同様に「大人の喫煙は
個人の自由である」では1年時で58.3±25.9、
2 年時で 58.1±30.2、3 年時で 58.7±30.2、4
年時で 61.6±27.1であった。同様に「看護師
の喫煙は個人の自由である」では 1 年時で
27.6±29.8、2 年時で 30.9±29.5、3 年時で
38.1±30.3、4 年時で 37.6±31.7であった。い
ずれの項目でも 4群間で有意差は見られなか
ったが、喫煙に対する態度は、学年の経過と
ともに寛容になっていくことが伺えた。 
⑤ 自己効力感 
患者とのかかわりにおける自己効力感測

定尺度得点は、1 年時で 165.7±25.5、2 年時
で 156.5±19.7、3 年時で 164.1±25.9、4 年時
で 162.0±24.0 で、各学年間で有意差がみら
れた。しかし、その変化は、1 年時が最も高
く、2 年時で最も低くなり、3 年時で再び高
くなり、4 年時で低下する、という複雑な変
化であった。このことは、1 年時後期から専
門科目が開始となり、学生は看護の難しさを
感じるようになり 2年時で自己効力感が低下
し、3 年時では 2 年時後期の基礎看護学実習
での患者との関わりの成功体験から一旦高
くなるものの、各論実習でより専門性を求め
られる患者との関わりの中で自分の未熟さ
を感じ、再び 4 年生で得点が低下するのでは
ないかと考える。この変化は、禁煙支援力尺
度得点の変化とほぼ同様の変化の形であっ
たことから、禁煙支援力は自己効力感と関連
があることが考えられた。 
⑥ 共感経験 
 共感経験尺度は共有経験（他者の感情を分
かち持った経験）得点と、共有不全経験（他
者の感情を感じとれなかった経験）得点から
なる。 
共有経験得点は、3 年生では 43.0±9.1、4

年生では 42.1±8.4、共有不全体験得点は、3
年生で 30.6±11.7、4 年生で 28.4±11.1で、両
方とも有意差はみられなかった。 
⑦ 患者への巻き込まれの程度 
看護師版対患者 Over-Involvemennt 尺度

は、患者との関係において過度の感情移入の
程度を測定する尺度である。尺度得点は、3
年生で 42.0±6.4、4 年生で 40.6±6.7であり、
有意差はみられなかった。 
⑧ 臨地実習での喫煙患者の受け持ち経験
との関連 
臨地実習で喫煙患者の受け持ち経験の有

無別（あり群 15 名、なし群 43 名）で、臨地
実習履修前の 3 年時と履修後の 4 年時で各尺
度得点の差の検定を行ったところ、加濃式社
会的ニコチン依存度得点で、あり群では 3 年
時 23.7±3.9、4 年時 25.0±3.5で、有意に高く
なっていたのに対し、なし群では 3 年時
22.0±4.7、4 年時 21.6±4.6で有意差はみられ
なかったものの低下していた。また、3 年時
には両群で有意差がみられなかったのに対

し、4 年時には両群で有意差がみられた。加
濃式社会的ニコチン依存度の尺度項目には、
「喫煙によって人生が豊かになる人もいる」
「喫煙する生活様式も尊重されて良い」等の
質問項目がある。看護では、患者を身体的側
面だけではなく全人的に捉え、患者のこれま
での人生や生活の質を尊重することが求め
られる。今後も継続しての検証が必要である
が、これらの経験が、実際に喫煙患者を受け
持った学生の喫煙への態度に影響を及ぼし
ていることが考えられる。それ以外の尺度得
点では、喫煙患者の受け持ち経験の有無によ
る得点の差はみられなかった。 
今後も継続して調査を行いデータを集め

て、禁煙支援力の継時的変化と影響要因を明
らかにしていく予定である。 
 
(2) 研究 2 禁煙外来受診者の調査と分析 
① 対象者の状況 
 対象者 84名中 34名からアンケートを回収
でき、有効回答者は33名（有効回答率39.2％）、
禁煙継続者（以下継続者）は 17 名（52％）、
禁煙非継続者（以下非継続者）は 16 名（48％）
だった。 
 継続者・非継続者間において、禁煙外来初
診時の喫煙年数（継続者 36.5±11.7年、非継
続者 41.4±12.4 年）、喫煙本数（継続者
33.8±20.8本/日、非継続者30.9±18.0本/日）、
ブリンクマン指数（継続者 1300.5±956.0、非
継続者 1282.5±950.4）では有意な差はみられ
なかったが、TDS スコア（ニコチン依存度）
（継続者 7.1±1.5点、非継続者 8.3±0.8）は非
継続者で有意に高く、禁煙外来通院回数（継
続者 4.2±10 回、非継続者 3±1.7 回）は継続
者で有意に多かった。 
 禁煙外来を既定の 5 回全て受診した人は
15 名、中断した人は 18 名で、5 回全て受診
した人の割合が、継続者 59％、非継続者 31％
と継続者で高かった。 
 通院中知りたかった情報としては、より強
力かつ有効な禁煙方法、タバコの恐ろしさや
害について、禁断症状の対処方法であった。 
② 継続者の状況 
 禁煙の成功要因は、治療により吸いたい気
持ちがなくなったこと 9 名、禁煙に対する強
い意志を持つこと 8 名、タバコ代が値上がり
したこと 4 名、家族や友人の支えがあったこ
と 1 名、周囲に禁煙する人が増えたこと 1 名
であった。 
 タバコを吸いたくなった時の対処方法で
は、冷たいお茶や水を飲む、深呼吸する、禁
煙ガムをかむであった。 
③ 非継続者の状況 
 再喫煙した時期は、禁煙外来受診後 6 か月
未満が 8 名と最も多く、3 か月目に再喫煙し
た人が 6 名であった。再喫煙に至った原因で
は、仕事や家庭などのストレスで 11 名と最
も多かった。非継続者のうち 13 名（81％）
が再度禁煙したいと考えていた。 
④ 禁煙支援に必要な知識・技術・態度 



 ①～③の結果から、禁煙支援に必要な知
識・技術・態度について検討した。 
知りたかった情報として、タバコの恐ろし

さや害について、禁断症状の対処方法があげ
られていた。また、ことから、禁煙支援者は、
呼吸系の解剖生理の知識はもちろんのこと、
喫煙による健康障害に対する知識とそれを
対象者に伝えられる技術を持つことが必要
と考える。また、継続者は吸いたくなった時
の対処方法を持っていたことから、禁断症状
の際の様々な対処方法に関する知識を持ち、
対象者にあわせて提案できる技術が必要と
考える。 
非継続者のうちの 8割が再度禁煙したいと

考えていることから、禁煙は何度も繰り返し
ながら達成してく場合もあることを理解し、
対象者が禁煙に失敗したとしても、継続して
禁煙の働きかけを続ける態度が禁煙支援者
には必要であると考える。 
 
(3) 看護学生の禁煙支援力育成のための教
育プログラム 
 研究 1・2 の結果から、看護学生の禁煙支
援力育成のための教育プログラムは以下の
通りになると考える。 
① 喫煙防止教育 
まずは、従来から実施している喫煙防止教

育プログラムを入学早期に実施し、自身が喫
煙者にならないよう働きかける。内容は以下
の通りである。 
 a COPD 呼吸の模擬体験 

b 喫煙の身体影響に関する知識の教授
（DVD） 

 c ロールプレイ：喫煙を勧められたらどう
するか 

 d 喫煙の生活への影響に関する知識の教
授（講義） 

② 禁煙支援力育成教育  
2 年時以降は、禁煙支援力を身に着けるた 

めの教育を各学年で１回程度、定期的に実施 
していくことが望ましい。内容は以下の通り 
である。 
 a 呼吸器系の解剖生理学の知識の教授 
   （モデル使用） 
 b COPD の病態生理の知識の教授（講義） 

c 喫煙による肺のタールでの汚染の視覚
的確認（モデル使用） 

 d 体内への喫煙の影響の測定方法につい
ての理解と活用（一坂炭素ガス検出器、
体内タール量試験紙を実際に使用し
て体験する） 

 e 禁煙支援のアプローチについての理解
（DVD 学習） 

 f 禁煙方法および禁断症状への対処方法
の知識の教授（講義） 

 g 禁煙外来の見学実習（医師・看護師の 
対象者への支援の実際の見学） 

 以上が、本研究で見出された看護学生の禁
煙支援力育成のための教育プログラムの概
要である。②-f に関しては、可能であれば、

実際に禁煙外来で禁煙支援を行っている医
師または看護師が具体的な経験を織り交ぜ
て実施することが望ましいと考える。 
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